
 

記者発表日 平成３０年 ３ 月 １ 日 

■同時発表先 ： 合同庁舎記者クラブ

  広島県政記者クラブ 

  中国地方建設記者クラブ 

自治体の防災担当者等を対象とした 

応急組立橋（T-20） 及び災害対策用機械の見学会を実施します 

「応急組立橋（T-20）」は、橋梁が地震や洪水等により被災した場合に、被災橋梁

の代換えとして応急的に設置し、交通機能の復旧を行い、復旧資材や救援物資などの

輸送路の確保を行うとともに、新設橋梁の設置までの間、地域交通の確保等を支援す

る目的で中国技術事務所（防災技術センター）に配備されています。 

この度、中国管内の地方自治体防災担当者や整備局職員を対象に、応急組立橋の架

設点検に併せ、あまり目にすることの無い、実際に架設した状況を公開し、その特徴

や施工方法等を説明します。併せて、当センターに配備されている災害対策用機械の

公開も行い、防災活動に関する知識・理解を深めて頂く見学会を下記のとおり実施い

たしますのでご連絡いたします。 

■見学会実施日時：平成３０年３月８日（木）１３：３０～１５：００

■実施場所：中国技術事務所 構内（別紙１）

■実施内容：①応急組立橋の架設状況の見学（別紙２）

架設した状況を公開し、架設方法や留意事項などを説明。 

主鋼を繋げる「連結ピン」の施工を実演。 

②災害対策用機械の見学（別紙３）

当センターに配備されている、対策本部車、排水ポンプ車、照明車、

分解組立型バックホウなどの災害対策用機械を公開し、実績や用途

などを説明。

■備 考：・見学会は公開で実施し、撮影は可能です。 

・取材を希望される場合は、事前に下記問合せ先までご連絡下さい。

・悪天候等の場合には、日程を変更する場合があります。

問 合 せ 先 

 国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所 
副所長（機械）  岸部

き し べ

明和
あきかず

施工調査・技術活用課長 桃崎
ももさき

 英
ひで

輝
き

【担当】  

住 所 ： 広島県広島市安芸区船越南２丁目８番１号 
電 話 ： ０８２－８２２－２３４０（代表） 

  ＵＲＬ ： http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/ 
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■見学会実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 

日本製鋼所広島（ＪＳＷ） 

アクセス方法 

■バスの場合 
広島駅 12番バス乗り場から 

海田市方面行きに乗車 

（約 20分乗車） 
入川バス停下車 

東へ徒歩５分 
 

■ＪＲの場合 
広島駅から 山陽本線(上り） 
      または 
       呉線（上り）に乗車 
      （約 10分乗車） 

ＪＲ海田市下車 

 西へ徒歩 15分 

中国技術事務所 構内 
（広島市安芸区船越南 2-8-1） 

別紙１ 

位 置 図 

駐車場 
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応急組立橋（T-20）とは？ 

 応急組立橋（T-20）は、橋梁の破損や河川・道路の決壊時等の災害時に、
復旧活動や地域生活を支える交通路を早急に確保する場合に使用します。 
 橋長は、２ｍ、５ｍ、６ｍ、９ｍの「主構」の組合せにより、現地の状況
に応じてL＝１０ｍ～４０ｍまで２ｍピッチで架設が可能です。  

< 断面図 > 【 Ｔ－２０】  

車道部 W=6.5m 歩道部 W=1.6m 

< 側面図 > 

主鋼L=9m 主鋼L=2m 主鋼L=6m@3 主鋼L=9m 主鋼L=2m 

取付部 L=6m 橋長 L=40m 

今回架設区間 橋長23m、取付部6m 

取付部 L=6m 

◇Ｈ２３年８月 ［台風１２号］ 
◇架設場所 ： 和歌山県田辺市 
◇使用期間 ： Ｈ２４．２～Ｈ２７．６ 
       （約３年４ヶ月設置） 
◇架設橋長 ： ４０ｍ 

< 架設実績 > 

取付桁部 

橋梁部 

別紙２ 

河 川 ：連結ピン連結箇所 
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別紙３
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